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１．坊城村絵図 般若窟文庫蔵
金春大夫は文禄四年（１５９５）、添上郡中ノ川村（現奈良市）の三百石
を、翌年、高市郡坊城村（現橿原市）の二百石を秀吉から拝領した。こ
れらの領地は徳川時代にも安堵され、その後、江戸時代を通じて、金春
家の所領となっている。金春家文書には、中ノ川村・坊城村の検地帳・
絵図・年貢収納帳など、領地経営に関する文書が他にも数多く残り、金
春家の「領主」としての一面を伝えている。
２．金春札 能楽研究所蔵
金春領の中ノ川村・坊城村・坂原村の庄屋・年寄・惣百姓による
米請負手形として発行された紙札。いわゆる金春札と呼ばれるもの
で、表に大黒図、裏に高砂の尉と姥の図を描く。高砂の図を描くの
は、金春家の発行であることに因んだものであろう。金春札は金春
領内での流通が原則であったが、奈良の町内でも通用したらしい。
引替所ごとに、五匁・一匁・三分・二分の四種類が発行された。幕
末維新の混乱期には、金春札が通用しなくなることを恐れた人々が
金春家に詰めかけて換金を要求。金春家はこれにより経済的な苦境
に立たされることとなり、面・装束などを手放す事態に追い込まれた。
３．本家方収納勘定帳 般若窟文庫蔵
４．八左衛門様方収納勘定帳 般若窟文庫蔵
幕末～明治初年に作成された金春大夫家・分家八左衛門家の年貢収納の算用帳。
金春家の所領である中ノ川村・坊城村の年貢収納高、諸入用の収支を年次別に記
載したもの。毎年の年貢米は、伊勢・春日御師への初穂、金春家の菩提寺である
念仏寺への布施、借銀の返済などで、ほとんど残らなかったようである。慶応三
年（１８６７）には、金春大夫家が銀五十九貫目の不足、八左衛門家が金五十二両の
不足で、それぞれ宝山寺から金百九十両、金百十両を借り入れている。金春家文
書が明治に入って宝山寺に移管される背景には、幕末以来のこのような関係が
あったらしい。
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６．金春大夫歴代法名軸 能楽研究所蔵
金春氏信（禅竹）から安照（禅曲）にいたる六代の法諱を著し、一幅の掛物と
したもの。江戸の東海寺清光院主・圓厳宗智の揮毫による。もう一幅は本来、法
名軸の裏面に貼られていたもので、表紙の劣化が進んでいたため、最近修復に
よって表裏の紙を分かち、別幅とした。こちらには朱筆で歴代の忌日、および本
軸を作成した経緯が記されており、それによると、先祖の位牌がないことを遺憾
とし、法名軸の作成を思い立った金春安住（江戸後期の金春八左衛門家当主）が、
南都と江戸に安置すべく、二幅の作成を依頼したという。本軸は、その二幅のう
ち、南都に安置されていたものであろう。
７．金春家系図之覚 般若窟文庫蔵
寛文十三年（１６７３）に金春大夫元信が記した金春家の由緒覚え。幕府の指示に
よって提出した書上の控えと見られる。摂州天王寺の宝蔵に伝わる金春家の巻物
の内容を記すという。聖徳太子・秦河勝以来の由緒を主張する点は、先の「円満
井座系図」を承けたものといえるが、太秦桂宮院・天王寺に金春家の巻物が収め
られていること、金春大夫のみ特別に法隆寺聖徳太子堂の内陣への入拝を許され
ていることなど、これ以前の記録に全く見えない記述も多い。その信憑性にはい
ささか疑問もあるが、金春家にまつわる伝承生成の過程を探る上で興味深い資料
である。
８．金春家系図 般若窟文庫蔵
７金春家系図之覚とセットで提出されたと見られる系図。秦河勝から金春大夫
元信・元喜（後の重栄）の父子にいたる歴代の系譜を釣書きで示す。氏信（禅
竹）の先代として名前が見える秦元清（左衛門大夫）は、禅竹の岳父にあたる世
阿弥（観世元清）のことと推測されている。
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９．二曲三体人形図 能楽研究所蔵
応永二十八年（１４２１）の奥書を有する世阿弥伝書。能の演技の基本と
なる「二曲三体」すなわち、舞・歌二曲と、老体・女体・軍体三体の習
得についての論。舞・歌二曲の表象として「童舞」の姿を図示し、三体
についてはそれぞれ「裸絵」により体の構えを示すとともに、その要点
を「閑心遠目」「体心捨力」「体力砕心」のように四字熟語で表す。世阿
弥の娘婿にあたる金春禅竹筆の転写本で、嘉吉元年（１４４１）の禅竹の奥
書がある。薄紙により原本を忠実に透き写しており、現存しない世阿弥
自筆本の面影を伝える貴重な資料。
１０．永享十年金春大夫寄進春日神社石灯籠につき書留 般若窟文庫蔵
江戸後期の金春安住が奈良の春日社にある石灯籠について書き留めたもの。こ
の石灯籠は金春大夫の座中が寄進したもので、安住の書留によれば、「永享十戊
午年 十一月日 金春大夫座中」と刻銘があるという。永享十年（１４３８）は金春
禅竹の活動期で、右の「金春大夫」を安住は金春禅竹に比定する。時に禅竹は三
十四歳。岳父の世阿弥もまだ存命であった。禅竹が『六輪一露之記』などの伝書
を次々に執筆するのは、これ以後のことと見られている。この石灯籠、江戸後期
の安住の頃までは、春日社大宮と若宮の間、無名橋の傍にあったが、その後失わ
れたらしく、残念ながら現存しない。
１１．六輪一露秘注（文正本） 般若窟文庫蔵
禅竹の代表的理論である六輪一露説の集大成ともいうべき伝書。六輪を示す輪
相図は金泥によって丁寧に描かれている。金春大夫家伝来の禅竹自筆本（現宝山
寺蔵）を、江戸前期の承応四年、分家・金春八左衛門家の金春安喜が忠実に転写
したもので、原本の姿をよくとどめている。虫損が甚だしく、披見もままならな
い状態であったが、近年補修を行った。
１２．明宿集 法政大学鴻山文庫蔵
猿楽の芸の根源に位置する「翁」の謂れを説いた禅竹晩年の伝書。翁＝宿神の
立場から、翁と諸仏・諸神とが一体分身の関係にあると説き、翁を本尊とする神
真宗なる宗派を提唱する。その所説は中世的な宗教世界を色濃く反映したもので、
思想史・文学史の両面から注目される。禅竹自筆。昭和三十八年に金春宗家から
発見され、その後、鴻山文庫に寄贈された。
１３．一休題江口詩写し 般若窟文庫蔵
禅竹は晩年、南山城の薪村に酬恩庵を構える禅僧・一休を慕って、自らも薪村
の多福庵に移り住んだ。禅竹死去の際には一休が引導の文を贈ったとも伝えられ、
金春家文書には、両者の交流を窺わせる資料がいくつか伝わっている。本資料も
その一つで、応仁二年（１４６８）、能〈江口〉を題材に一休が詠み、禅竹に贈った
七言絶句の写し。薪酬恩庵に寄付するため、文政九年（１８２６）に越後長岡藩主・
牧野忠精が書写した二軸を、金春安住が奥書を含めて再写したもの。
１４．一休題江口詩極め写し 般若窟文庫蔵
一休が禅竹に贈った題江口詩の真筆は早くに金春家から流失した。本資料は、
元禄九年（１６９６）に東海寺天倫以下の禅僧が執筆した一休題江口詩の極めの写し
である。江戸後期の金春安住の筆。ここには、一休の真筆が織田有楽斎、織田長
根（大和戒重藩主）を経て、江戸の大原宗真なる人物の手に渡ったことが記され
ている（現所在不明）。
１５．金春元安（禅鳳）筆小謡巻 能楽研究所蔵
金春禅竹の孫にあたる元安（禅鳳）は、〈一角仙人〉や〈嵐山〉の作者として
知られている。禅鳳はまた、子弟などに相伝するため、多くの謡本を書写してお
り、能楽研究所にも二十本近い禅鳳筆謡本が残される。その筆跡は枯淡にしてか
つ端雅な味わいがあり、茶掛けとしても用いられた。本資料は、「千手・四季祝
言」などの小謡を集めて一巻としたもので、「竹田金春秦元安」が宮田下野守に
贈った由の奥書がある。宮田下野守は伝不明。近年、能楽研究所の所蔵となった
新出資料で、金春家旧伝文書ではないが、宛先を明示した数少ない禅鳳筆謡本の
一つとして貴重。
１６．金春禅鳳自筆巻子本〈三輪〉 般若窟文庫蔵
〈三輪〉は、玄賓僧都の前に三輪明神が出現して、神楽を舞うという女体の神
能。本資料は、金春禅竹の孫にあたる金春元安（禅鳳）が書写・節付をした謡本
で、奥書には「禅鳳」の署名と瓢箪形の黒印がある。元安が禅鳳を名乗った晩年
（大永頃）のものか。奥書の後に「沈酔のあまりにむさ
 
とうつし候て、無念
此事候、重而御用捨［ ］」と、酒に酔っているため、ぞんざいな写しである
ことを詫びる文言が見えるのが興味深い。本謡本に見える瓢箪形の黒印は、他の
禅鳳筆謡本には見られない独特のもの。
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１７．筒井順昭より平井加賀守・平井右兵衛
尉宛て書状 般若窟文庫蔵
若宮御祭への金春大夫参勤について、使
僧の派遣を感謝し、疎略なく馳走の儀を終
えたことを主君に披露するよう依頼する書
状。当時の金春大夫は喜勝。差出人の順昭
は興福寺の衆徒筒井順昭（天文十九年
〔１５５０〕没）で、戦国武将として知られる
筒井順慶の父。宛名の平井加賀守・平井右
兵衛尉はともに近江半国守護・佐々木（六
角）氏の家臣。天文十年の若宮御祭松之下
渡りにおける金春・金剛の席次争いに際し、
金春の後ろ盾となったのが近江半国守護の
佐々木定頼で、本書状はその席次争いの数
年後に金春大夫が若宮御祭に参勤した折の
もの。金春の後援者であった佐々木氏は、
その後、定頼の息子・義賢（承禎）の代に
没落。５『円満井座系図』（八左衛門本）
は「金春家の代々のつりの書物ハ江州佐々
木殿くつれにうせ申候由」と、佐々木氏の
没落によって金春家の重要な文書が失われ
たことを記している。
１８．写しはあれど本書の無き古書の覚書 般若窟文庫蔵
写しはあるが、原本の伝わらない金春家の重要な書物について、明和三年
（１７６６）当時の金春大夫氏綱が書き留めたもの。虫損が著しく、判読不明箇所が
少なくないが、「春日若宮御祭礼之座配之事ニ付テ将軍家之下知状」・「一休和尚
御筆」・天正十六年（１５８８）に秀吉が竹田七郎に宛てた「御朱印」・「一條殿下桃
華老人御筆ノ物」などが挙がっている。このうち、「一休和尚御筆」は、一休が
禅竹に贈った漢詩の御筆を指すと思われるが、本資料によれば、金春家の先祖が
「□□□ウ（コンキウか）之節」に預け置いたのが人手に渡り、今は京都の道具
屋が所持しているという。同じく預け置いて人手に渡った小面・般若の能面を、
その後、大和の戦国大名・筒井順慶が取り戻した由も見え、戦国期、金春家の文
書や能道具が一部流失していたことを伝える。
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１９．文禄二年禁中能番組 般若窟文庫蔵
信長没後に政権を掌握し、天下統一を実現した豊臣秀吉は、金春家の
有力な庇護者であった。秀吉主催の能で重用するだけでなく、文禄四年
（１５９５）九月に大和国添上郡中ノ川村の領地を時の金春大夫安照に宛が
い、さらに文禄五年には高市郡坊城村二百石の領地を加増している。秀
吉はまた金春流の暮松新九郎を師匠として能の稽古にも勤しみ、文禄年
間以降、精力的に能を舞った。本資料は、その秀吉が文禄二年に禁裏御
所で主催した四日間の能の番組で、初日の脇能〈弓八幡〉を秀吉自ら舞
い、そのツレを金春大夫安照が勤めたことが記されている。
２０．天正十二年朱印状写 般若窟文庫蔵
天正十二年（１５８４）正月十九日付で、「親八郎借銭」の破棄を認める竹田七郎
宛の秀吉朱印状の写し。竹田七郎は後の金春八郎安照。親八郎は天正十一年に没
した金春喜勝で、喜勝没後の家督継承に際してのものらしい。秀吉の金春大夫庇
護を伝える早い例として注目される。
２１．文禄四年・天正二十年朱印状写 般若窟文庫蔵
文禄四年（１５９５）九月二十一日付で、大和国添上郡中ノ川村のうち三百石を金
春大夫に与える秀吉朱印状の写し。原本は金春宗家蔵。金春氏綱による江戸中期
の写し。天正二十年七月二十日付で、二百石の知行を与える今春源七郎（春藤流
脇方）宛朱印状の写しを併記する。
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２２．金春八左衛門本『拾玉得花』 能楽研究所蔵
２３．『六輪一露之記』 能楽研究所蔵
金春家の伝書は長く大夫の嗣子への一子相伝が守られていた
が、禅竹から数えて七代目の金春七郎氏勝が三十五歳で早世し
た時、残された嗣子・重勝はいまだ十五歳であったため、氏勝
の父・安照は長年の伝統を破って次男の八左衛門安喜にも秘伝
の伝書一式を相伝した。かくして、八左衛門安喜に宛てた副本
が作成されることになる。金春八左衛門本と呼ばれるのがそれ
である。相伝されたのは七巻・十六冊の計二十三点であったと
見られるが、そのうち六巻・十四冊の計二十点が能楽研究所・
般若窟文庫に現存する。これらの中には、すでに大夫家本が失
われ、副本の八左衛門本のみによってその内容を知りうるもの
が十二点もあり、特に世阿弥が禅竹に相伝したと見られる『拾
玉得花』は、八左衛門本が現存唯一の伝本となっている。
２４．金春八左衛門本『至花道』 能楽研究所蔵
２５．大蔵庄左衛門本転写本『至花道』 能楽研究所蔵
金春大夫家の重要な伝書は、八左衛門家のみならず、大蔵庄左衛門家にも相伝
されたらしい。本資料はいずれも世阿弥伝書『至花道』の転写本で、その原本は
金春大夫家に伝来した現宝山寺蔵の金春本『至花道』と見られる。金春八左衛門
本は金春安喜が父の安照から相伝された本、大蔵庄左衛門本転写本は大蔵庄左衛
門氏紀が同じく父の安照の許しを得て書き写した本を、その後、天明八年
（１７８８）に金春安住が再写したもの。「此書物、金春家のを安照八郎殿御うつさせ
候ゆへ、是をうつす者也／慶長十三年三月十三日 大蔵大夫」と奥書がある。大
蔵庄左衛門家には他に、「金春之家之書物、安照の時、是をうつす物也。元和三
年十一月三日 大蔵庄左衛門」と奥書のある、金春大夫家伝来本を底本とする
『花鏡』もあったが、現存しない。大蔵庄左衛門家に伝わったこれらの伝書の写
しは、すべて所在不明となっている。
２６．風聞書伝家集 能楽研究所蔵
承応三年（１６５４）、金春安喜が娘婿の金春（竹田）権兵衛安信に相伝した能伝
書。内容は能の演技全般にわたる秘伝が中心で、随所に父・安照の談話が引かれ
ている。世阿弥伝書『拾玉得花』の一節が引用されているのも注目される。同時
代の能役者についての言及も多く、喜多七大夫や下間少進は習いの意味を知らな
いものとして、しばしば批判されている。末尾に、本書執筆に至った経緯が記さ
れており、それによると、後見をつとめた金春大夫元信と義絶状態になり、金春
家の秘伝が絶えることを憂えた安喜が、娘聟の安信に相伝する、という。金春大
夫元信には決して相伝しないよう、強い口調で書かれており、安喜と元信との深
刻な確執が窺える。
２７．竹田権兵衛家へ相伝書物の事 般若窟文庫蔵
安喜は金春家の秘伝が絶えることを恐れ、父・安照から相伝された金春家の秘
伝の書物を娘婿の竹田権兵衛にも相伝した。本資料は、その竹田権兵衛に相伝さ
れた金春家の秘伝の書物を、後年、八左衛門家の金春安住が披見し、奥書の一部
を書き写したもの。竹田権兵衛に宛てた安喜の奥書は、先の金春八左衛門本に見
えるものとほぼ同内容。竹田権兵衛家には、他に世阿弥自筆能本「ヨロボシ（弱
法師）」、安喜の著になる伝書２６『風聞書伝家集』も相伝されたが、これらのうち、
『風聞書伝家集』のみ、その後、金春家の所蔵となって現存し（現在は能楽研究
所蔵）、それ以外の世阿弥・禅竹伝書の写し、世阿弥自筆能本はすべて、既に失
われたと見えて、その所在が知れない。
２８．家記巻物 般若窟文庫蔵
金春家の秘伝の書物である『六輪一露』『風姿花伝』等の伝書の目録。筆者の
署名がないが、竹田権兵衛広貞の筆と推測され、金春安喜から竹田権兵衛に相伝
された一群の伝書の目録に相当すると考えられる。安住の頃までは健在であった
これらの伝書の、その後の行方は明らかでない。
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２９．竹田権兵衛広貞筆『金春家由緒等書上』
法政大学鴻山文庫蔵
金春の分家竹田権兵衛家の当主、竹田広富・広貞が金春家の
由緒や猿楽の縁起などを記し、公家の風早公長（享保八年
〔１７３２〕没）に書き上げたもの。全体は五点の資料から成り、
うち三点には元禄十六年（１７０３）の年記と広富の奥書、一点に
は宝永六年（１７０９）の年記と広貞（広富の息子）の奥書がある。
内容は、翁申楽と聖徳太子、秦河勝と金春家との関わりについ
ての伝説、文明三年（１４７１）の一条兼良『申楽後証記』の写し、
金春本家と分家八左衛門家・竹田権兵衛家の系図、猿楽が正楽
であることの考証、琵琶法師よりも猿楽が正統であることの論
などで、竹田広富の奥書がある分も含め、全て息子の広貞の筆
らしい。広貞は学究肌の大夫として知られ、この他にも『歌舞
名物同異抄』『徳華問答抄』などの研究書を残している。
３０．猿楽禁中不入の由来 般若窟文庫蔵
禁中には四座の猿楽が召されないとの慣例を遺憾とする竹田権兵衛広貞が、そ
の理由について考察した小論。『江家次第』『三代実録』『本朝文粋』などを引い
て、かつて禁中には散楽が召されていたこと、その散楽は卑俗な芸能であること、
猿楽は小墾田楽の正風を受け継ぎ、本来、散楽とは全く別格のものであるが、名
称が近似することから散楽と同一視され、禁中に召されなくなってしまった、と
説く。
３１．徳華問答抄 般若窟文庫蔵
「猿楽は正楽である」という主張を述べた竹田権兵衛広貞の論著。享保元年
（１７１６）の刊本。広貞の説を聞いた一儒士の反論に、広貞が再反論するという体
裁を取る。『朱子語類』『楽記』『論語』などの儒書を引用しつつ、論が展開され
ており、広貞の深い学識が窺われる。『徳華問答抄』の書名は、『楽記』の「楽者
徳之華也」に基づくものらしい。
３２．仏法執義之説 般若窟文庫蔵
禅竹から四代にわたる歴代の宗旨が禅宗であるのに対し、五代目喜勝以降の歴
代が浄土宗であることの理由を、芸道の相承という観点から解説を試みた小論。
竹田権兵衛広貞の自筆。「芸術ノ上達工夫」には禅の理が叶っており、「先生ノ指
南ニ任せ」「流儀故実ノ軌範ヲ相続」するには浄土の理が叶っている、とする。
能が喜勝の頃を境に古典芸能となり、守成期に至った、との広貞の能楽史観が窺
われ、興味深い。
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３３．六輪一露抜抄 法政大学鴻山文庫蔵
金春禅竹の六輪一露説は、金春家の秘伝として、その後裔に
脈々と受け継がれた。本書は、禅竹から数えて十代目にあたる
金春大夫重栄（禅珍）が、禅竹伝書『六輪一露大意』などを書
き写し、独自の見解を書き加えたもので、禅竹伝書の江戸期に
おける受容の一端を伝える資料として注目される。冒頭に見え
る象徴的な図も、禅竹の六輪一露説を踏まえて金春重栄が考案
したものらしい。序文には、禅竹・世阿弥の教えが廃れ、昨今
の能が「当世の浮世芸」に成り下がっている、との文言が見える。
３４．観世世阿弥より到来の書目書上 般若窟文庫蔵
金春重栄の次男で、後に金春大夫を継いだ氏綱は、歴代大夫の中でも、とりわ
け金春家伝来の古書の研究に熱心な人物であった。現存する金春家旧蔵の世阿
弥・禅竹伝書（宝山寺蔵）には、氏綱が通読したことを示す朱筆の印が数多く残
されており、般若窟文庫等にも、これらの伝書の本文や奥書を書き写した書付の
類が少なからず現存する。本資料もその一つで、金春家に当時伝わっていた世阿
弥伝書として『風姿花伝』『至花道』『花鏡』『日記ヒトカタ口伝（二曲三体人形
図）』『拾曲得花』を書き上げ、奥書をメモしたもの。これらの原本の多くは現在
宝山寺の所蔵であるが、９『二曲三体人形図』は能楽研究所蔵。『拾玉得花』は
現存せず、江戸期の写しのみが伝わる。
３５．世阿弥自筆謡本・六義・拾玉得花奥書写し 般若窟文庫蔵
世阿弥自筆能本・世阿弥伝書の一部を氏綱が書き写したもの。『ウンリンイ
ン・江口・カシワサキ・モリヒサ・トモアキラ』の能本と『花鏡』『拾玉得花』
の奥書を転写する。
３６．世阿弥自筆書状写し
般若窟文庫蔵
三通の世阿弥書状の冒頭部分を抜書き
したもの。「奥書ハン 至翁」とあるの
は世阿弥の署名部分で、世阿弥の法名が
「至翁」。このうち二通が宝山寺に現蔵す
るが、三つ目の一つ書きに見える「御ふ
ミクワシク拝見申候」で始まる世阿弥の
書状は現存しない。かつて金春家にもう
一通の世阿弥書状が伝わっていたことを
物語る資料。
３７．元文四年芸道心得書留 能楽研究所蔵
氏綱は日々芸道の精進を心がけ、折に触れて芸道の心得を紙に書き留めた。本
資料は元文四年（１７３９）の年頭に氏綱が書き記したもので、掲出箇所は、元文四
年正月二十一日、休息のために立ち寄った祗園の茶屋で、紙細工人形売りが小歌
を歌いながら人形を動かす様を見て、「家業之歌舞」の心得を悟った由を記す。
同日がたまたま先祖・金春安照の忌日であることに格別の思い入れを抱いた氏綱
は、「修行タンレンナクハ、ハザト心ト理ト一チニナル事カタカルヘシ」と、さ
らなる芸道の精進を心に誓っている。
３８．蛍を見ての所感書留 般若窟文庫蔵
宝暦七年（１７５７）六月二十一日、庭に一匹の蛍が楽しげに飛ぶ様子を見た氏綱
が、〈杜若〉〈葵上〉の仕舞に思いを致し、行住坐臥、家業の修行を忘れることの
ないよう、心覚えとして書き留めたもの。後半には和泉式部の和歌、貴船の御神
詠についての所感が記される。
３９．家業修行之事（伊曽保物語を読みての所感書留） 般若窟文庫蔵
世間に珍しきもの、あるいは悪しきものを市場で買ってこいと命ぜられた哲学
者「しやんと」の家来が、いずれも獣の舌を買ってきた、という『伊曽保物語』
（イソップ物語）の話を読んでの氏綱の所感を書き留めたもの。家業の謡も、同
様に舌遣いが肝要である、とする。末尾に、「先祖之被申置候通リ、ウタヒハ口
舌心之三内ヲ暫時モワスルヽ事ナク修行専一たるへ□事大事也」とあるのは、
『宗筠袖下（金春流詠口伝集）』の「口舌唇の三つまでも、聊ゆるさず。能々たし
なみてこそ、詠面白く候」という記事を踏まえた発言か。氏綱が、同書を金春宗
筠（禅竹の子）の伝書と見ていたらしいことを物語っている。
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４０．安住行状之大概 般若窟文庫蔵
金春安住の出生から隠居までの六十六年間にわたる歩みを自伝として
まとめたもの。江戸城・尾張藩の御用、南都両神事能、大坂勧進能など、
自身が出勤した催しにとどまらず、安住の日々の動静を克明に記録する。
表紙には「安住行状之大概 下案」とあるが、細字で丁寧に書かれてお
り、清書本に近い性格のものであろう。記事の詳細さは目を見張り、江
戸時代の能役者による記録史料として第一級の価値を持つ。その全文が
伊藤正義氏によって『日本庶民文化史料集成』第三巻に翻刻されている。
４１．歌舞後考録 般若窟文庫蔵
安住が出勤した催しの番組・行事次第などを詳細に記録したもの。般若窟文庫
に文政四年（１８２２）～六年（１８２４）、文政十一年（１８２９）の分、金春宗家に文化
三年（１８０６）～六年（１８０９）の分の計三冊が現存する。文政四年～六年の冊の表
紙に「第拾一冊」とあり、もとは十一冊以上あったと推測される。安住は同種の
記録として『御用留』の表題を持つ冊子を二冊残しているが、その年時は安永・
天明年間（１７７２～８９）であり、それ以降の「御用留」（御用勤めの記録）を、『歌
舞後考録』として書き継いだものらしい。『歌舞後考録』の書名には、金春家を
継ぐ後人の参考になれかし、の意が込められているのであろう。
４２．呪師走り之古事 能楽研究所蔵
文化十五年（１８１８）四月、安住は奈良を出発して江戸に向かった。その途上、
中山道の道中で、二十年前に見物した奈良坂の翁舞のことをふと思い出したのを
契機に、奈良の薪能で行われる翁舞のことを呪師走りと呼ぶ理由について、自身
の見解を長々と書き留めたもの。安住は同様の覚書の類を膨大に残しており、こ
れらは能の歴史・故実を知る上で重要な資料となっている。本資料も、奈良市の
奈良豆彦神社で毎年十月に地元の人々によって行われる翁舞（国指定無形民俗文
化財）に関する最も古い見聞記録として貴重で、江戸期の同翁舞の実態を克明に
伝えている。
４３．雑事聞書 般若窟文庫蔵
安住は能に関する記録以外にも多くの書物を残している。本資料は、享和元年
（１８０１）以降に安住が人から聞いた話や書物の抜書きを書き留めたもので、その
内容は茶道・有職・蹴鞠・漢方・医学など多岐にわたる。話者として名前が見え
るのは、長井丹波・梅坊高賢・観世織部・出目洞雲ほか。とりわけ茶道に関する
記事が多く、普光院麗月和尚の茶会に安住が参列した記録など、安住と茶道との
関わりを伝える点が注目される。
４４．金春安住画像賛 般若窟文庫蔵
安住が自身の肖像画に書き加えた自賛の控え。松村安左衛門の所望によるとい
う。松村は安住の門弟で、尾張藩お抱えの金春流シテ方。画は奈良屋喜右衛門と
いう町絵師が描いたらしい。安住は自賛として「にたにたと我面影のうつし絵を
見る人毎にさぞ笑ふらん」の和歌を書き記している。この翌年、安住は七十歳で
亡くなる。
４５．金春安住墓碑銘控 般若窟文庫蔵
文政十三年（天保元年。１８３０）五月七日に没した安住は、奈良の念仏寺に葬ら
れた。その墓碑に刻まれた銘文の控。安住には実子がなかったものの、川勝来太
郎の息子二人を養い、それぞれ大夫家・八左衛門家の嗣として育成するなど、金
春家を大いに支えた人物として称揚されている。また、その人となりについて、
「和寛にして能く人を容る、技芸は家事精勤し、つとめ行ない、老いて休まず、
絶えたる道を継ぎ、廃れたる芸を挙ぐ」ともあり、勤勉家にして温和な人柄が窺
われる。
